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【方法】両薬の効果を、16 名の 2 型糖尿病患者（M/F=10/6,年齢 66 ± 3 歳、HbA1c 6.6 ± 0.5％）
について直接比較を行った。患者はシタグリプチン（50mg 1 日 1 回 1 週間、および 100mg 1 日
1 回 さらに 1 週間）またはミチグリニド（10mg1 日 3 回 2 週間）投与された。2 週間後、患者は
他方の薬剤に交換された。75gOGTT が介入の前後で行われた。  
OGTT 中のインスリン分泌率（ISR)は、 Hovorka らによって開発された ISEC ソフトを用い









【結果】180 分までの血糖反応の AUC は両薬とも同様だった。基礎インスリン分泌率（ISR）は
同様だったが、 シタグリプチン治療とミチグリニド治療との Matsuda index（インスリン感受
性を反映する） における差異が有意でないレベルにとどまっていたにもかかわらず、ISR の AUC
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積分値はシタグリプチン治療で有意に低かった（522 ± 108 vs 702 ± 288 pmol/L min、
p<0.01）。血糖刺激性インスリン分泌は MIT およびシタグリプチン治療によって同様に上昇した。
グルカゴンの AUC の抑制は、SIT 治療で観察され、ミチグリニド治療ではグルカゴン濃度は抑
制されなかった（-432 ± 2322 vs ミチグリニド 1116 ± 2520 pg/mL min 、p<0.05）。  
【結論】シタグリプチンないしミチグリニドはいずれも食後高血糖の低下に用いられうるが、シ
タグリプチンはミチグリニドよりも膵島にとって好ましい内分泌的特性の変化を引き起こす。 
 
